










研究目的 

前年度の研究報告において,広域のセンター的大学病院,地域のセンター的障害児通園施設,

および,保健所の 3者について,そこで把握される障害児の種類,年令構成,地理的分布など

の特徴を示した。本年度は,それらの障害児の情報をより精密に知る目的で,病院通院児が

地域の保育所幼稚園などと,どの程度のかかわりをもつかを知り,同時に各施設と病院との

情報の交流がどの程度行われうるかの予測をたてようと計画した。一方,保育所,幼稚園の

立場から障害児がどのようにとらえられるかを知るため,特に社会環境的に問題ありと考

えられる地域の保育所を選び,そのなかの障害児の状況を調査した。 


